
いやしの旅を
　地域のこやしに――

「さとに憩い、ひとに和む。えひめ南予の、いやし旅。」をキャッチフレーズに、
「えひめいやしの南予博2016」が３月26日～ 11月20日、南予地域で開かれます。
４月23日には木蝋資料館上芳我邸を会場に、南予プレミアムダイニングが開かれ、
愛媛県内外から訪れた60人が、一夜限りの特別なディナーを楽しみました。
今回の特集では、南予博に参加している自主企画グループの活動を通して、
地域の自然と文化の魅力を掘り起こすことや、町民みんなで盛り上がることが、
未来のまちの肥やしになることを考えたいと思います――

を知って、考える特集

※３ページの写真は全て、南予
　プレミアムダイニングの様子



夜のメニューを、ランチで提供。２種類
の特製ケチャップから好きな方をトッピ
ングしてください。シンプルなので、ケ
チャップ本来の味が分かります。マザー
の味をアレンジするのも楽しみの一つ。

洋食マザー
ナポリタン

町の歴史を楽しもう――
南予地域を舞台に11月20日まで開かれる「えひめいやしの南予博2016」
自然や文化、おもてなしの心で、内子町を訪れる人をさまざまなイベントで迎えます。
注目は「内子時代祭」。100年前をテーマにした企画で、地域を盛り上げます。

「100年前」をキーワードにつながる二つのイベント　
「
六
日
市
時
代
遊
び
」
で
は
内

子
座
と
同
じ
１
０
０
年
の
歴
史

を
持
つ
、
内
子
の
ケ
チ
ャ
ッ
プ

を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
し
ま
す
。

内
子
本
町
商
店
街
に
あ
る
「
商

い
と
暮
ら
し
の
博
物
館
」
は
、
約

1
０
０
年
前
の
商
家
の
暮
ら
し
を

再
現
し
て
い
て
、
そ
こ
の
人
形
が

「
大
阪
で
人
気
の
ケ
チ
ャ
ッ
プ
と

い
う
も
ん
で
す
ら
い
」と
話
す
こ

と
が
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
０
０
年
前
の
ケ
チ
ャ
ッ
プ
の

復
活
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
使
っ
た

料
理
を
提
供
し
ま
す
。
な
つ
か
し

い
味
や
進
化
し
た
ケ
チ
ャ
ッ
プ
料

理
な
ど
、
と
っ
て
お
き
の
一
品
を

参
加
店
で
提
供
す
る
の
で
、
ぜ
ひ

食
べ
比
べ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
ケ
チ
ャ
ッ
プ
の
ベ
ー
ス
に
は

道
の
駅
か
ら
り
の
特
製
ト
マ
ト

ピ
ュ
ー
レ
を
使
っ
て
い
ま
す
。
保

存
料
な
ど
は
使
っ
て
い
な
い
の

で
、
見
慣
れ
た
ケ
チ
ャ
ッ
プ
と
は

色
味
が
違
い
ま
す
が
、
お
い
し
い

で
す
。
土
産
品
と
し
て
販
売
す
る

こ
と
も
検
討
中
で
す
。

　
そ
の
他
「
六
日
市
時
代
遊
び
」

で
は
、
の
み
の
市
や
古
民
具
ア
ー

ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
古
い
物

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新
し
い
こ

と
が
発
見
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
続
報
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

＼
な
か
な
か
う
ま
い
も
ん
で
す
ぜ
／

1_「商いと暮らしの博物館」にいる丁
で っ ち

稚くん。はじ
めて入荷したケチャップを紹介します。　2_試作中
のケチャップ。プレーンとスパイシーの２種類

洋食マザー店主

芳我　哲
て つ お

生さん

　　
「
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博

２
０
１
６
」が
３
月
26
日
か
ら
11

月
20
日
の
間
、
南
予
地
域
を
舞
台

に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
や
文
化
、
住
む
人
の
温
か

い
人
情
や
お
も
て
な
し
の
心
で

観
光
客
を
迎
え
よ
う
と
、
２
８
０

を
超
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
開
催
主

体
は「
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博

２
０
１
６
実
行
委
員
会
」
で
、
愛

媛
県
内
や
中
四
国
地
域
を
主
な
対

象
地
域
と
し
て
、
年
間
８
０
０
万

人
の
誘
客
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

内
子
町
で
は
内
子
座
創
建

１
０
０
周
年
記
念
事
業
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら「
１
０
０
年
前
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
八
日
市
護
国

地
区
町
並
保
存
会
と
内
子
六
日
市

時
代
遊
び
実
行
委
員
会
が
自
主
企

画
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
。「
内
子

時
代
祭
」
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
く
予
定
で
す
。

　

明
治
・
大
正
期
に
は
、
今
と
は

違
っ
た
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
た

八
日
市
と
六
日
市
―
―
。
当
時
の

繁
栄
や
暮
ら
し
ぶ
り
を
ひ
も
と
く

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
改
め
て

内
子
町
の
歴
史
に
思
い
を
寄
せ
て

み
ま
せ
ん
か
。

自主企画
プログラム

内子六日市
時代遊び

０２

南予博のために作った新メニュー。カ
レーの隠し味にトマトを使う人もいるの
で、特製ケチャップを使ってみました。
ピリッとした辛さに、爽やかな酸味が溶
け込み、まろやかな味になりました。

まちの駅ＮＡＮＺＥ
スパイシードライカレー

大西　啓
けい す け

介さん

内子まちづくり商店街
協同組合　代表理事

自主企画
プログラム

内子町並み
時代巡り

０１
100年前の町並みの暮らしを想像しよう

「明治・大正の食と職を再現」

丸山　昇
のぼる

さん

八日市護国地区
町並保存会　会長

　「町並み時代巡り」は地域の食文化や
生活ぶりを紹介するもので、自分たち
にとっても、改めて町並みに住むこと
について考える機会になっています。
　南予博では「昔弁当」の販売や、100
年前の町並みマップの制作をします。
昔の地図などを参考に、各家の100年
前の職業を、マップやサインなどで紹
介する準備を進めています。
　町並みの魅力の一つは自分たちの暮
らしぶりなので、観月会やどんど焼き

などの伝統的な行事を続けることも大
切です。南予博を通して、今まで受け
継がれたことに磨きをかけながら、変
わらないおもてなしの気持ちで来訪者
を迎えたいと思います。
　訪れる人たちが喜んでくれること
が、私たちの楽しみです。保存会のみ
んなと頑張って、すばらしい町並みを
次世代につなぎたいと思いますので、
皆さんもこの機会にぜひ足を運んで、
応援してください。

内
子
に
ケ
チ
ャ
ッ
プ
が
来
て
約
１
０
０
年
―
―
。進
化
し
た
ケ
チ
ャ
ッ
プ
料
理
を
提
供

「
ケ
チ
ャ
ッ
プ
と
い
う
も
ん
で
す
ら
い
」

◀５月１日に販売した「昔弁当」。梅干し、黒
豆、タケノコのおにぎりを竹の皮で包んだ

上芳我邸で展示している100年前の
節句飾り（５月15日まで展示中）

約40年前に、当時を知る人の記憶で
残した資料などを基にマップを制作

１２

元々、店でオリジナルケチャッ
プを作っています。お客さん
が選べる楽しみが増えると思

い参加しました。いろいろな
食べ方を試してみてください。

●参加店舗　まちの駅ＮＡＮＺＥ、
　洋食マザー、魚林、ドルフ
●開始時期　５月下旬ころから
●その他　参加店を募集中。古民　
　具アートなどの詳細は、下記ま　
　でお問い合わせください。

【参加・問い合わせ】
内子町ビジターセンター
☎０８９３（４４）３７９０

知
っ
て
ま
す
か「
南
予
博
」
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もっと内子が好きになる
地域の魅力をある資源を活用して、さまざまな体験プログラムを企画しています。
町を元気にしようと頑張る自主企画グループの皆さんを応援するためには、
地域住民の私たちが参加して、一緒に楽しむことが一番の方法です――

自然・文化を生かしたイベント盛りだくさん　　

え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博

は
、
自
分
た
ち
の
町
の
自
然
や

文
化
を
見
つ
め
直
す
い
い
機
会

で
す
。
地
元
の
人
が
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
自
主
企
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
行
す
る
皆
さ
ん
は「
町
の
人

た
ち
に
も
参
加
し
て
ほ
し
い
」

と
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

内
子
ま
ち
づ
く
り
商
店
街

の
大
西
代
表
理
事
は「
イ
ベ
ン

ト
が
終
わ
っ
た
後
に
、
内
子
町

に
何
が
残
っ
て
い
る
の
か
が

大
事
。
期
間
中
の
参
加
人
数
を

増
や
す
だ
け
で
は
、
意
味
が
な

い
」
と
話
し
ま
す
。
迎
え
る
側

が
自
然
体
で
い
て
も
、
訪
れ
る

人
が
い
つ
も
楽
し
く
、
お
い
し

い
も
の
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
が

理
想
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
を
よ
く

す
る
た
め
の
一
歩
を
踏
み
出
す

き
っ
か
け
―
―
。
地
域
に
住
む

人
た
ち
が
一
緒
に
盛
り
上
が
ら

な
い
と
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
期

間
中
、
町
内
で
は
各
種
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
自
分
た
ち

の
町
を
知
り
、
よ
り
良
く
す
る

た
め
に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

自主企画
プログラム

０5 　風情のある町並みを着物で歩く企画で
す。着物で歩くとウキウキして、いつもの町
が違って見えます。町の人と会話も弾んで、
きっと楽しんでもらえると思います。
　自分が内子町に惚れたきっかけは、町並み
の美しさです。着物が似合う町並みを歩い
て、たくさんのいい思い出ができることを
願っています。観月会や内子座の興行の観覧
など、着物が似合うイベントもたくさんあり
ますので、ぜひご利用ください。清水　香

か な

奈さん
地域おこし協力隊

あでカワイイ！ キモノでめぐる恋する町並 うちこ着物／手しごと体験

自主企画
プログラム

０４

山本　忠
た だ し

志さん

うちこグリーン
ツーリズム協会　会長

小田川流域 いやし旅 ～川に遊び学ぶ～

　内子町に来て宿泊する人のために、楽しみ
を増やしたいと思い、川や山で遊ぶ企画を
たくさん作りました。ゴムボートで川下りを
したり、うなぎを捕ったり、川には楽しい遊
びがいっぱい――。夜には星空を観察する企
画もあるので、ぜひ内子町で宿泊してくださ
い。これまで活動を続けてきたグリーンツー
リズム協会の宿には、それぞれに特色があり
ます。イベントを機に連携を強めて、内子町
で遊んで泊まる楽しさを広げたいです。

《写真説明》1_巨大げた飛ばし　2_階
段状の棚を制作する「大工女子」。参加
者は「はじめてだけど、上手にできた」
と、うれしそうに話していました　3_木
製トロッコ列車で遊ぶ参加者　4_手作
りジェンガで盛り上がる高校生

　

い
ろ
い
ろ
な
要
望
が
あ
っ
て
、

内
子
手
し
ご
と
の
会
の
山
本
会
長

た
ち
と
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
い
ま

す
。
20
連
発
の
ゴ
ム
鉄
砲
は
、
玉

を
込
め
る
の
に
３
分
か
か
る
け
れ

ど
、
１
・
５
秒
で
撃
ち
尽
く
し
ま

す
。
び
っ
く
り
し
て
も
ら
う
と
、

遊
ば
せ
る
側
も
楽
し
い
で
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
私
た
ち

の
楽
し
み
方
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
城
戸
さ
ん
の
よ
う
に
一
生
懸

命
や
っ
て
い
る
若
者
も
い
る
の

で
、
支
援
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

大
工
女
子
も
楽
し
い
の
で
、
ぜ
ひ

一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

５月中旬ころから受付開始
【申込・問い合わせ】
内子町ビジターセンター（清水）
☎０８９３（４４）３７９０

自主企画
プログラム

０３
内子手しごと 木のおもちゃ博覧会

１２

３

４

＼
ゴ
ム
鉄
砲
、
大
好
き
～
／

　

南
予
博
を
通
し
て
、
さ
ら
に
木

の
お
も
ち
ゃ
な
ど
が
充
実
し
ま

し
た
。
昔
遊
び
が
で
き
る
場
と
し

て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
も
来
て
も
ら
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
と
交
流
し
て
ほ
し
い

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
校
生

も
、
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
だ
り
、

手
伝
っ
て
く
れ
た
り
し
て
い
る

の
で
、
一
緒
に
楽
し
ん
で
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　
恒
例
の
ミ
ニ
四
駆
大
会
も
コ
ー

ス
が
充
実
―
―
。
毎
月
第
３
日
曜

日
は
内
子
自
治
セ
ン
タ
ー
に
来

て
、
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

城戸　和
か ず や

也さん

内子手しごと木のおも
ちゃ博覧会実行委員長

鈴木　幸
ゆ き ひ ろ

尋さん

内子手しごとの会

ホームページでご確認ください
【申込・問い合わせ】
町並・地域振興課
☎０８９３（４４）２１１８

●開催日時　毎月第３日曜日
　午前10時～午後３時（予定）
●場所　内子自治センター
●費用　無料～ 300円
※大工女子は材料代実費で事前
　に予約が必要です。

【問い合わせ】
実行委員長（城戸）
☎０８０（１９９６）８７７６

詳細情報や、その他のイベントは公式サイトで確認を
内子町での自主企画や南予地域全体のイベント情報が随時更新されています。
　 http://www.iyashinonanyo.jp/

地
元
住
民
の
参
加
が
鍵
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